
協働のまちづくりの推進
行財政の充実
広域的な連携

将来像 基本理念 ６つの基本目標 施　策

人権の尊重
男女共同参画社会の推進
国際交流の推進
地域情報化の推進
住民活動の育成

生涯学習のまちづくり
学校教育の充実
社会教育の充実
生涯スポーツの推進
町民文化の創造
歴史文化の伝承

農業の振興
林業の振興
水産業の振興
商工業の振興
観光の振興
産業の連携
雇用対策の推進
原子力との共生

地域福祉の推進
児童福祉の充実
高齢者福祉の充実
障がい者(児)福祉の充実
健康支援の推進
地域医療対策の推進
国民健康保険事業の運営
老人医療事業の運営
母子・父子福祉の充実
低所得者福祉の推進

道路・交通体系の確立
地域整備の推進
水道・下水道の整備
町土保全対策の推進
公園の整備・緑化の推進
住宅対策の推進
生活環境対策の推進
消費者保護対策の推進
交通安全・防犯対策の推進
防災体制の充実
原子力安全対策の推進

自然環境の保全
調和のとれた土地利用の推進
まちなみの景観づくり

「ひと」が主役

人づくりはまちづくり、

人が主役のまちづくりを

めざします。

「まち」に活力

未来への活力を生む

まちづくりをめざします

「くらし」にうるおい

快適で安心できる、

うるおいのあるまちづくり

をめざします

自
然 

か
が
や
き　

人 

い
き
い
き　

ま
ち
が
に
ぎ
わ
う　

美う
ま

し
美
浜

自
然 

か
が
や
き　

人 

い
き
い
き　

ま
ち
が
に
ぎ
わ
う　

美う
ま

し
美
浜

美しい自然と
共生する まち
〈自然・環境〉

安心で快適に
くらせる まち
〈生活環境〉

健やかで
ぬくもりのある
まち
〈福祉・健康〉

元気とにぎわい
のある まち
〈産業・雇用〉

こころ豊かな人を
育む まち
〈教育・文化〉

みんなで共に
拓く まち

〈住民活動・共同・協働〉

計画推進のために

第四次美浜町総合振興計画の体系

－ 6 －

　基本計画とは、基本構想に示される将来像を達成するための基本的な施策の方針を示すもので、こ
の計画では、６つの基本目標等を基本方針と位置づけ、実現のための43の施策分野と計画推進のため
の３つの施策が掲げられています。
　また、それぞれの分野については、①現状と課題、②施策の体系、③施策の方針など具体的な施策
の方向を定めています。
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計
画
の
実
現
に
む
け
て

　

こ
の
計
画
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政

が
連
携
・
協
力
し
て
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
、
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
行
う
、
行
政
は
こ
れ

ら
を
支
援
し
な
が
ら
行
政
に
し
か
で
き
な
い
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
考
え
方
の
も
と
に
、
協
働
と
住

民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
次
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
協
働
と
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

住
民
と
地
域
と
行
政
が
連
携
し
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
や
組
織
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
多
様
な
住
民
参
画
を
推
進
し
ま
す
。

●
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営

　

公
正
で
透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
を
め
ざ
す
た
め
、
情
報

公
開
を
基
本
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　

事
務
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
公
共
性
や
必
要
性
、
有

効
性
な
ど
の
評
価
・
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
ス
リ
ム
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

●
広
域
行
政
の
あ
り
方

　

周
辺
自
治
体
と
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
る
効
率
的
・
効
果

的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進

に
伴
い
、
市
町
村
合
併
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
適
切
な
広
域

行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

美浜町長

　

こ
の
た
び
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
の

参
画
を
い
た
だ
き
、
「
自
然 

か
が
や
き  

人 

い
き
い
き  

ま
ち
が
に
ぎ
わ
う 

美う
ま

し

美
浜
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、
平
成
27
年

度
を
目
標
と
し
た
第
四
次
美
浜
町
総
合

振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社
会
環
境

に
あ
っ
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
作
り
上
げ
た
こ
の
総

合
振
興
計
画
の
将
来
像
の
実
現
の
た
め

に
、
あ
ら
た
め
て
住
民
の
皆
さ
ま
と
行

政
が
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
共
有
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
分
担
し
つ

つ
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
全
力
を
傾
注
す
る
決
意
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
、
と
も
に
手
を
携
え

魅
力
あ
る
美
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

本
計
画
策
定
に
あ
た
り
ま
し
て
、
熱

心
に
御
審
議
い
た
だ
き
ま
し
た
振
興
計

画
審
議
会
委
員
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ま
、
ま
た
、
女
性
議
会
、
子
ど
も
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
、
絵
画
や
作
文
を
寄
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
児
童
、
生
徒
の
皆

さ
ま
、
並
び
に
貴
重
な
御
意
見
や
御
提

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
方
々
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

策定された振興計画書



投　票　所 選挙当日
有権者数

投票所
における
投票者数

不在者
投票

期日前
投票 棄権者数 投票率(％)

第１投票所
（美浜南小学校） 2,046 1,238 21 401 386 81.13

第２投票所
（早瀬保育所） 505 341 6 103 55 89.11

第３投票所
（日向保育所） 619 430 5 109 75 87.88

第４投票所
（中央公民館） 2,919 1,869 13 580 457 84.34

第５投票所
（新庄保育所） 538 375 4 95 64 88.10

第６投票所
（美浜東小学校） 1,685 1,275 9 172 229 86.41

第７投票所
（海の暮らし館） 441 361 8 18 54 87.76

第８投票所
（丹生保育所） 453 325 3 53 72 84.11

合　　　計 9,206 6,214 69 1,531 1,392 84.88

有効投票数 7,754 無　効
投票数 60 無　効

投票率 0.77
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町
議
会
議
員
選
挙
結
果

ま
ち
づ
く
り
の
み
ん
な
の
代
表　

　
　
　
　

 
新
議
員
こ
れ
か
ら
の
抱
負

　

任
期
満
了
に
伴
う
美
浜
町
議
会
議
員
選
挙
が
３
月
５
日
（
日
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
数
16
人
に
対
し
て
、
現
職
13
人
、
新
人
6
人
、
元
職
１
人
の

20
人
が
立
候
補
し
、
開
票
の
結
果
、
次
の
16
人
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
各
投
票
所
の
投
票
結
果
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
新
議
員
に
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
抱
負
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
・
50
音
順
）

年齢・住所
職　　業
政　　党
議  員  歴

59歳・久々子
会 社 員
無 所 属
４ 期 目

飯田　豊

●各投票所の投票結果

金森　

　

美
浜
町
民
1
万
1
千
人
の
現
人
口
を
今
後
も
い

か
に
維
持
す
る
か
。
そ
の
た
め
の
有
効
な
施
策
と

は
何
か
。
そ
の
模
索
が
長
期
的
に
行
政
・
議
会
に

課
せ
ら
れ
た
最
大
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
目
標
に
向
か
っ
て
堅
実
に
対
応
し
て
参

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
ご
指
導
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

58歳・早瀬
漁　  業
無 所 属
２ 期 目

北村　晋

　

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
実
現
に
向

け
、
若
者
の
住
み
よ
い
町
、
障
が
い
者
、
高
齢

者
の
福
祉
の
充
実
、
農
林
漁
業
の
振
興
、
商
工

観
光
の
人
材
育
成
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
教
育

に
努
力
し
、
初
心
に
か
え
り
皆
様
の
声
を
誠
意

を
も
っ
て
町
政
に
反
映
し
ま
す
。

57歳・坂尻
漁　  業
無 所 属
２ 期 目

倉田 愛子

　

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
を
な
ん
と
か
活

力
あ
る
住
み
や
す
い
美
浜
町
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
少
子
高
齢
化
対
策
や
若
狭
美
浜

は
あ
と
ふ
る
体
験
観
光
に
力
を
入
れ
、
町
民
皆

様
の
声
を
行
政
に
伝
え
る
パ
イ
プ
役
と
し
て

も
、
し
っ
か
り
働
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

59歳・日向
旅 館 業
無 所 属
２ 期 目

・
漁
業
、
農
業
の
環
境
整
備
事
業
の
推
進

・
美
浜
町
の
観
光
振
興

・
社
会
福
祉
の
充
実

・
少
子
高
齢
化
対
策

・
原
子
力
発
電
所
の
安
全
安
心
の
確
立

　

等
の
公
約
に
基
づ
き
、
有
言
実
行
で
町
の
発

展
に
寄
与
し
ま
す
。
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70歳・佐田
農　  業
無 所 属
３ 期 目

辻 健一郎

　

私
は
町
民
の
代
弁
者
と
し
て
、
ま
た
良
識
あ

る
政
治
理
念
に
基
づ
き
、
情
熱
と
勇
気
を
も
っ

て
町
の
行
財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
、
本
町

の
主
産
業
の
育
成
と
生
産
性
の
高
い
産
業
振
興

を
目
指
し
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
と
雇
用
対
策
な
ど
現
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
人
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。61歳・太田

農　  業
無 所 属
3 期 目

山口 勝己

　

多
様
な
る
町
民
各
位
の
意
見
の
反
映
と
意
見

の
集
約
に
努
め
、
議
員
の
団
体
意
思
の
決
定
を

行
う
。

　

議
事
機
能
と
執
行
機
関
の
監
視
で
監
視
機
能

を
強
化
し
、
皆
様
へ
の
責
任
説
明
の
で
き
る
活

動
を
し
て
、
未
来
に
笑
顔
を
、
活
力
あ
る
町
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

54歳・新庄
会 社 員
無 所 属
１ 期 目

藤本　悟

　

海
・
山
・
川
・
湖
と
い
う
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
大
切
に
し
、
自
然
が
一
層
か
が
や
き
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
で
、
健
や
か
に
育
つ
町
を
つ

く
る
た
め
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

63歳・麻生
会社役員
無 所 属
４ 期 目

小嶋　榮

　

平
和
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
、
希
望
の
持

て
る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
町
民
皆
様

と
共
に
考
え
、
そ
し
て
町
民
皆
様
が
誇
れ
る
町

「
真
・
美
浜
町
の
創
造
」
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。

　

ど
う
ぞ
私
に
町
民
皆
様
の
思
い
・
要
望
を
ぶ

つ
け
て
下
さ
い
。

67歳・菅浜
会社役員
無 所 属
４ 期 目

塩野　清

　

３
期
12
年
の
経
験
を
活
か
し
、
地
域
に
密
着

し
た
政
策
を
目
指
し
初
心
に
返
っ
て
頑
張
り
ま

す
。

　

特
に
少
子
高
齢
化
問
題
、
子
育
て
支
援
や
農

業
漁
業
の
地
産
地
消
の
推
進
等
、
原
子
力
発
電

所
が
立
地
す
る
町
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
町
づ
く

り
に
全
力
投
球
い
た
し
ま
す
。

50歳・南市
会 社 員
無 所 属
２ 期 目

竹仲 良廣

　

行
政
と
町
民
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
皆
様
の
良

き
相
談
相
手
と
な
り
、
「
住
民
が
主
人
公
」
の

原
点
に
立
ち
な
が
ら
、
今
後
の
美
浜
町
に
お
け

る
多
く
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

行
政
の
監
視
機
関
で
あ
る
議
会
の
中
で
是
非

を
は
っ
き
り
言
え
る
議
員
と
な
り
ま
す
。

66歳・丹生
漁　  業
無 所 属
２ 期 目

中村 清一

　

２
期
目
を
迎
え
、
１
期
４
年
間
の
経
験
を
基

に
、
1
人
で
も
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見

ご
要
望
を
行
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
、

漁
業
と
観
光
の
振
興
に
力
を
入
れ
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

62歳・佐田
農　  業
無 所 属
３ 期 目

樋下 伸嗣
 

「
初
心
忘
れ
ず
あ
な
た
の
声
を
町
政
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
浅
学
非
才
な
私
で
す
が
、
２
期
８

年
の
経
験
を
活
か
し
、
公
平
・
公
正
さ
ら
に
安

全
安
心
・
安
堵
し
て
暮
ら
せ
る
「
輝
く
美
浜
」

を
創
る
た
め
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
知
恵
を

絞
り
、
汗
を
流
し
て
頑
張
り
ま
す
。

58歳・河原市
木 工 業
無 所 属
１ 期 目

兵庫 賢一

　

来
る
べ
き
合
併
に
備
え
、
社
会
資
本
の
整

備
、
充
実
が
急
務
で
す
。
若
者
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
や
社
会
福
祉
の
充
実
な
ど
、
「
美

浜
町
に
夢
と
誇
り
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
い
つ

ま
で
も
輝
き
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

61歳・佐野
行政書士
無 所 属
２ 期 目

前田 義久

　

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
に
よ
り
、

町
民
の
皆
様
に
最
小
の
経
費
で
最
大
限
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
「
行
財
政
の
充
実
」
は
も

と
よ
り
、
多
様
化
す
る
町
づ
く
り
の
中
で
住
民

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
「
住
民
主
役
の
ま
ち

づ
く
り
」
実
現
に
努
力
し
ま
す
。

57歳・金山
会社役員
無 所 属
３ 期 目

松田 うめ子

　

女
性
の
感
性
で
、
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ

と
が
出
来
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
が
い
の
あ
る
老
後
を
お
く
れ
る

よ
う
皆
様
と
共
に
考
え
な
が
ら
、
福
祉
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

50歳・郷市
布 教 師
無 所 属
１ 期 目

山口 和治

　

美
浜
町
の
活
性
化
は
も
と
よ
り
、
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
の
た
め
に
、
１
人
で
も
多
く
の
皆
様

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
町
政
に
取
り
組

む
こ
と
に
努
力
し
ま
す
。
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こ
の
ブ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
そ
の
と
き
は
一
大
事
で
す

す
ぐ
に
そ
の
音
の
元
へ
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

新
学
期
を
目
前
に
控
え
、
町
内
で
は

新
1
年
生
88
人
の
児
童
が
小
学
校
に
、

１
０
５
人
の
生
徒
が
中
学
校
に
入
学
し

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
新
し
い
環
境
、

新
し
く
始
ま
る
こ
と
に
期
待
と
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

通
学
の
面
で
は
、
保
育
所
か
ら
小
学

校
に
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
と
進
学

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
行
動
範
囲
は

拡
大
し
、
子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
や
先

生
な
ど
の
大
人
か
ら
離
れ
る
時
間
も
多

く
な
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
全
国
で
登
下
校
中
の
子
ど

も
た
ち
を
狙
っ
た
痛
ま
し
い
事
件
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
町
内
で
は
こ
の
よ
う

な
事
件
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

登
下
校
中
の
子
ど
も
の
後
を
付
け
る
な

ど
、
不
審
者
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

幸
い
に
も
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

大
き
な
被
害
に
あ
っ
た
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
考
え

る
と
、
町
内
に
お
い
て
も
決
し
て
油
断

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で

は
手
遅
れ
で
す
。

　

事
件
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
対
策
に

は
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
だ
け
で
は

限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

最
も
有
効
で
、
犯
罪
者
が
恐
れ
る
の

は
住
民
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な
活
動
に

よ
る
「
地
域
全
体
の
防
犯
力
」
な
の
で

す
。

　

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

た
め
に
、
地
域
の
目
が
い
つ
も
子
ど
も

た
ち
に
届
く
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

町内の小中学生には、全員に防犯ブザー
が配られ、ランドセルやカバンなどに付
けられています。
子どもたちは、不審者が現れて、自分や
友達が危ないと感じたときには、すぐに
防犯ブザーのピンを抜くように指導を受
けています。防犯ブザーはとても大きな
音で周囲に危険を知らせます。
もし、ブザーの音が聞こえたら、その音
の元へ駆けつけてください。
ブザーの音はいつどこで聞こえるかわか
りません。子どもたちを守ること
ができるのは、そばにいるあなた
だけなのです。

〜
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
守
る
〜
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美浜交番
中川 耕作 所長

学
校
で
の
取
り
組
み

　

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、
こ
う
し
た

状
況
を
ふ
ま
え
て
、
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配

付
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
安
全

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
通
学
路
の
危
険
箇
所
や
子
ど
も
が
一
人

　

に
な
る
区
域
の
確
認
・
対
策
を
検
討

●
集
団
下
校
の
実
施
、
下
校
時
刻
の
確
認

●
教
職
員
や
保
護
者
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
通
学
路
で
の

　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

●
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
の
設
置
・

　

子
ど
も
へ
の
指
導

●
地
域
住
民
へ
の
見
守
り
・
声
か
け
な
ど

　

の
協
力
要
請

●
子
ど
も
・
保
護
者
へ
の
安
全
対
策
指
導

地
域
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

●
子
ど
も
を
見
守
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い

　

子
ど
も
の
登
下
校
時
に
合
わ
せ
て
、

玄
関
先
に
立
つ
、
庭
木
へ
の
水
や
り
を

す
る
、
散
歩
を
す
る
な
ど
普
段
の
生
活

の
中
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
を
1
人
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

こ
れ
ま
で
に
起
き
た
事
件
は
、
子
ど

も
が
登
下
校
な
ど
で
1
人
に
な
っ
た
と

き
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
子
ど
も
が
1
人
で
い
る
の
を

見
か
け
た
ら
、
辺
り
に
不
審
な
人
が
い

な
い
か
確
認
し
た
り
、
不
自
然
な
子
供

連
れ
を
見
つ
け
た
場
合
は
声
を
か
け
た

り
し
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ
け
子
ど

も
を
１
人
に
し
な
い
で
一
緒
に
歩
い
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、
子

ど
も
が
犯
罪
や
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
、
駆
け
込
ん

で
助
け
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
民
家
や
店
舗
、
公
共
施
設
な
ど
で

す
。
町
内
に
は
現
在
、
99
か
所
設
置
さ

れ
て
お
り
、
入
り
口
付
近
に
こ
の
看
板

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
子
ど
も
が
危
険
に
遭
遇
し

た
と
き
に
「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

が
近
く
に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
も

し
も
の
時
に
子
ど
も
た
ち
が
す
ぐ
に
駆

け
込
め
る
よ
う
皆
さ
ん
も
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
防
犯
ブ
ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
り
、

不
審
者
を
見
か
け
た
ら

　

犯
罪
者
は
大
人
の
姿
を
見
る
と
犯
行

を
思
い
と
ど
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ブ

ザ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
り
、
不
審
者
を

見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に
子
ど
も
の
も
と

へ
駆
け
つ
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

●
子
ど
も
が
家
に
駆
け
込
ん
で
き
た
ら

　

子
ど
も
た
ち
は
い
つ
ど
こ
で
危
険
に

遭
遇
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
も
し
、

子
ど
も
が
助
け
を
求
め
て
家
に
駆
け
込

ん
で
き
た
ら
、
保
護
し
て
落
ち
着
か
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
必
要

に
応
じ
て
、
警
察
、
学
校
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

「
犯
行
を
起
こ
せ
る
場
所
」
を
な
く
す

　

こ
れ
ま
で
に
全
国
で
発
生
し
た
事
件

の
傾
向
か
ら
、
犯
罪
者
は
犯
行
を
起
こ

せ
る
場
所
を
選
ん
で
犯
行
に
至
っ
て
い

ま
す
。
「
起
こ
せ
る
場
所
」
と
は
、
人

の
目
に
付
か
な
い
場
所
、
無
関
心
な
場

所
の
こ
と
で
す
。

　

嶺
南
地
域
は
、
嶺
北
と
比
較
し
て
も

不
審
者
の
報
告
件
数
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
田
舎
が
安
全
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
の
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
に

よ
る
防
犯
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
地
域
の
連
帯

が
弱
く
な
り
、
人
気
が
少
な
い
田
舎
が

「
起
こ
せ
る
場
所
」
に
変
わ
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
不
審
者
を
見
分
け
る

こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
を

守
る
安
全
対
策
に
は
、
犯
行
を
「
起
こ

せ
る
場
所
」
を
「
起
こ
せ
な
い
場
所
」

に
変
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
場
所
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る

の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
関
心
と
視
線

な
の
で
す
。

　

県
警
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
被
害
防

止
や
自
主
防
犯
活
動
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
に
「
地
域
に
お
け
る
安
全
情
報
」

を
メ
ー
ル
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
お
届
け
す
る
情
報

・
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
情
報

・
悪
質
商
法
・
詐
欺
に
関
す
る
情
報
な
ど

●
登
録
方
法

　

次
の
登
録
窓
口
に
ア
ク
セ
ス
し
登
録

・
パ
ソ
コ
ン
用

　
　

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
iken

kei.jp
/    

・
携
帯
電
話
用

　
　

h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
iken

kei.jp
/i/

リ
ュ
ー
ピ
ー
ネ
ッ
ト

登
録
会
員
募
集
中
！


